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と書くo左辺の p^ は Aにおける (有限)Gibbs測度と呼ばれ､(-)p^ はpAによる期待値
を表すo (8)は p^ の定義式である｡ 極限Gibbs測度とはAを無限大にとったもの､すなわち

































るGihhH測り度 (/'の場合､正 ･負の磁化が現れる確率はともに 1/2である｡ これに対し､+ (プ
ラス)境界条件におけるGil)l'S浬lJ度 p+では正の磁化が確率 1で現れ､- (マイナス)境界条





































































































































と書く｡ p;はボンド配列 J におけるpurestateである｡
同じGibbs測度 pJ に従う2つの独立なスピン01,g2についてオーバーラップQ(ql,q2)を
Q(ql,J2)≡ 1^98 歳 刷
によって定義する｡ すると､Isingmodelのときと同様に
Q(Jl,q2)-q言β W･p･WSW3












pJ(q)- 1^9% (6(q一点 E^qIqn)py.^
pi2,A(Jl,cr2)≡pJ,A(ql)pJ,A(q2)






































































































配列には依存しない (自己平均性という)ことを証明している｡ 我々の採用した定義 :
pJ(q)-^19%沸 く朴 罷 刷 )pi,L (58)
ではLに周期的境界条件を課してやればよいOただ､ここで問題が生じる｡有限Gibbs測度pJ,L











(x)p3 -wl5-Z虜 /=(wc)du(X)p, .L
(59)
(60)

















pJ',1,- l^Lawl*Z虜 /=(wc,du(6(q一五 g^ JIJ2'))PZL








pTxJ(q)- (6(q- 1^98歳 JM ))p,yr3
- (TIX6(q-l^L8歳 舶 )pプ
- (6(q-1^9%青 雲ql}-Cqt'-T))p>2
- (6(q-1^9%k it;^qId))pプ





































が､このとき L/-a.8.の除外集合が関数 fごとに異なっていて､全体として除外集合が測度 0





























一般的な性質なのかどうかは不明である.というのも､有限領域 A における (有限)Gibbs測





























































数 r (2進数表示されている)を2n倍したときの小数点以下の部分､つまりr の小数点以下
㍑+1桁以下を取り出して新しい小数を作ったものである｡ γが無理数ならば (実数の大半は無



















七なるのである｡特にN→ ∞ でSN(n)1 ∞ となっている｡
(a,sN (n))nCO=1はい)･㌢)rT=l を SNによって並べかえたものである｡aぎN(n)6まN → ∞ に
おいて､γの有限個の桁における値を変えても不変である｡なぜなら r-0.C1C2C3-･とし
て､aぎ"(n)-o･csN(n)+1CsN(n).2-･となるから､rの SN(n)桁以前の桁の値が何であって
もaTFN(n)の値は変わらないのである｡ 1illSN(n)- ∞ なので結局 a,SN(n)の値は r のどん,･Vぅ∝.
な有限個の桁における値にも依存しないことが分かる｡このことからI,SN(n)-か1(a,SN(n)) ち












































































































さて､A∈Qが任意の x∈Zdに対して TxA-Aを満たしているとしよう｡ ｢近似定理｣によ




































































































































2･Vn は ∑vn-1,∑vn2-1/3を満たす.n=1 n=1
では次に上の条件を満たす J/A)の具体的な表式を一つ与えよう｡ボンド配列そのものは扱いにく
いので､これを [0,1】区間上の実数に置き換える｡ すなわちボンド配列 J を 【0,1】区間上の実
数 r-r(J)に置き換える.その方法は既に412節で与えた｡埠 は r-r(J)を使えばx許と




下 n桁目までは捨ててn+1桁目を1桁日にもろてきた数である.)この (a㌘)芸 1は一様分布
に従うことが知られている. (Weylの一様分布定理｡)これを用いて x,a-i-1(a;)ととれば
確かに xTが P に従うことを示すことができる.だが､このままでは txH ncK'=lは互いに独立で
はない｡つまり (112)を J からrに置き換えた式 :
/drI(ql,xT)I(q2,I;)-i(ql)i(q2) (114)



















が N 十 ∞ で互いに独立に振舞うことを利用するのである｡ (単にa?をとると､例えば m < n
のときa㌢<2m~n-1ならばa;< 1/2とならねばならず､a㌢とa芸は独立ではない.)なお､
上の条件さえ満たせばβⅣの形は何でもよい｡









































































































































pL(q)-P:'3'(q)-比 ∑ vn6(q一戸 1(a,ST3',n)) (145)n=1
であるoなお､4･2節で与えたRr(J)(q)は (145)で Vn-1/2nとしたものであるo
差 去 -1,差 (去)2 -主なので､確かに (109)を満たしているo Lかしこれは (144'の3段









い､N ぅ ∞ で互いに独立に振舞うだろう｡ (実数の各桁の億は独立にきまるから.)b;の一
桁目の値 Cγ上は有限領域のポンドに対応するから､このときのオーバーラップ分布関数は有限領
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